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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、２０２６年２月９日に公表しました２０２６年１２月期通期連結業績予想について、 下記の通り修正い

たしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. ２０２６年１２月期通期連結業績予想の修正(２０２６年１月１日～２０２６年１２月３１日) 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

１６,５00 

百万円 

１,４５0 

百万円 

１,5０0 

百万円 

１,２０0 

円 銭 

４５.6２ 

今回発表予想(Ｂ) １５,５００ ８００ ９００ ８００ ３１.８６ 

増 減 額  (Ｂ-Ａ) △１，０００ △６５０ △６００ △４００ － 

増 減 率  (％) △６．１ △４４．８ △４０．０ △３３．３ － 

(ご参考)前期実績 

(２０２５年１２月期) 
１6,２７２ １,３８５ １,４５８ １,０３３ ３９.２９ 

 

2. 業績予想修正の理由 

売上高につきましては、好調な受注を維持しながら受注残の確実な納入に努めてまいりましたが、経営基盤の強化および業務プロ

セスの最適化・効率化を目的として、新たに導入した基幹システムの稼働移行期における一時的な生産遅延の影響により、一部の大

口案件を含む製品の納入が翌期にずれ込む見通しとなったことから、前回発表予想を下回る見通しとなりました。 

利益につきましては、材料費高騰に伴う原価率の上昇および固定費の増加に対し、製品価格の改定および全社的な経費削減施策

を進めてまいりましたが、当期における効果は限定的であり、年内売上高の減少およびコスト上昇の影響を十分に吸収するには至ら

ず、営業利益、経常利益および親会社株主に帰属する当期純利益は、前回予想を下回る見通しとなりました。 

当社グループはシステムの早期安定化および納期遅延の解消に向けて、生産部門への人的リソース増強など生産体制の再構築を

進めており、２０２６年末には生産が正常化し、導入効果を実現していくための安定的な運用体制が整う見通しとなっております。 

なお、今回の業績予想の修正に伴う配当予想の変更はありません。 

 (注) 上記予想につきましては、現時点において入手可能な情報および合理的であると判断する一定の前提に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因によって変動する可能性があります。 

 

    以 上 


